
４章 フーリエ解析 
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P. 239 練習 2   
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      の両辺を k で微分すればよい。 
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P. 241 練習 5   
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(例 より)

練習 で とした

  


 

  



P. 242 練習 6   

   f x x dx



  において x t   と変換するとこのページの①，②より次の 2 番目の等号が成立し， 
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         となる。これは    x x     を意味してい

る。 
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４章２節 

節末問題 P.245 

１． 

 ⑴  f x  が奇関数であることに注意する。 

  0k   ⇒    
1 0

1
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  0k   のとき   cosf x kx  が奇関数であることに注意して 
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  であるが 
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   であるので，これは 0k   の場合も含むことを意味する。 
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 ⑵  f x  が偶関数であることに注意する。 

  0k   ⇒        
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  0k   のとき フーリエ余弦変換すると 
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であるが  
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   (新版微分積分Ⅰ P.55 公式) であるので， 

これは 0k   の場合も含むことを意味する。 
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（新版微分積分ⅡP.28 ロピタルの定理） 
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 ⑶  f x  が奇関数であることに注意する。 
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ここで 1k    なら 
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一方 1k    のとき 
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よって㋑を答えとしてよい。 
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 ⑷  f x  が偶関数であることに注意する。 

  0k   のとき  
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  0k   のとき  f x  が偶関数なのでフーリエ余弦変換より 
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ここで  

 なので㋒は 0k   の場合も含む答である。 
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（新版微分積分Ⅰ P.55 公式） 
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P.245 ２． 

 ⑴ ガウス関数のフーリエ変換は 
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この両辺を k  で微分する。このとき，    
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 ⑵ 合成積のフーリエ変換の性質 P.241        f g x f x g x                を用いれば 
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P.240 例題 6 
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    ， ， ，  とおくと    t tU k t u x t   ， ，  ㋐であり， 

P.238 フーリエ変換の性質［6］を 2 回用いて        2 2
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また      0 0 1U k u x x        ， ，  （P.32）となる。 

         2 21tU k t k U k t U k t k U k t     ， ， ， ，  を解くと，新版微分積分ⅡP.165 の方法で 
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U k t Ce

 
，  （ C は任意定数）である。 
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（P.30 練習 4  ） 
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